




 組立時の注意

注意：組立設営時に発生した事故、破損についての損害補償はしません。安全に配慮して設置組立をしてください。

 物置内の安全とメンテナンス
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 • 可燃用品は必ず燃料を抜いて保管してください。古い、ストーブ、グリル、トーチランプは保管しない
でください。
• 電化製品、化学薬品、可燃物、生き物は収納できません。
• 重い荷物を壁に立てかけないでください。パネルの歪みを引き起こす可能性があります。
• 屋根の上の雪や葉を取り除いてください。
• 20cm以上積雪がある場合は屋根部の雪落としをしてください。
• 物置の屋根、壁部は細かいテクスチャを含みます。時間とともにその部分にチリがたまり、コケなどが
発生する場合があります。物置の性能を維持する為、年に一度やわらかいブラシ等を使用して中性洗剤
と水で清掃してください。硬いブラシは使用しないでください。また、シンナー系、アンモニア系の化
学薬品などを使用しないでください。

    
• 組立前に取扱い説明書をよくお読みになってください。 
• 組立前にパーツの数量、パーツ不良の有無を必ず確認してください。 
• パーツを組み立てる前に基礎を完成させてください。 
• 風の強い日に組立しないでください。危険です。 
• 氷点下での組立は行わないでください。破損する場合があります。 
• 組立には十分な時間を確保してください。 
• パーツ持ち上げ時の補助も含めて余裕のある人数で作業してください。（推奨３名） 
• グローブをはめて、組立に適した服装で作業してください。 
• 内部作業時、暗くなる場合がありますので、ハンディーライトなどの使用を推奨します。 
• 細かいパーツが余分に入っている場合があります。使用しない場合も保管してください。 
• プラスチックパーツを地面に置く場合は傷がつかないよう保護して作業してください。 
• 火気の近くに設営しないでください。 
• 強風にさらされる場所へは設置しないでください。 • 改造はしないでください。
 • 組立後も取扱説明書を保管してください。

















ドアの組立
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図のように左ドア （I）内側上部にD-リングスライドボルト 
（W） を４本のネジ （LL） を使用して取り付けます。

同じように内側下部にもD-リングスライドボルト （W） を４
本のネジ（LL） を使用して 取り付けてください。
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ヘッダーの組立

トラスタイダウン（Z）とトラスレッグ（AA）をボルト（HH）
とロックナット（JJ）を使用して取り付けます。

注：トラスタイダウンとトラスレッグの取付の際、ボルトは
トラスタイダウンが動くように軽く締めておき、組立がすべ
て終了したらしっかりと締めてください。

もう片方も同様にトラスタイダウン（Z）を取り付けてくださ
い。

注：トラスタイダウンとトラスレッグの取付の際、ボルトは
トラスタイダウンが動くように軽く締めておき、組立がすべ
て終了したらしっかりと締めてください。

トラスブラケット（Y）の両サイドに、トラスレッグ（AA）を
取り付けます。ボルト（II）とロックナット（JJ）を使用して
固定してください。

トラスクロスビーム（CC）とトラスレッグ（AA）をボルト
（HH）とロックナット（JJ）を使用して取り付けます。トラス
を立て、クロスビームの水平を確認してください。
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フロア＆壁の組立

次のステップに進む前に垂直（上面
図）、フロアとの接続（側面図）を確
認してください。

図と異なる場合は 13-15 までのステッ
プをやり直してください。

左フロントパネル（C）を矢印 1の方向に少し倒し、コー
ナー部を内側へ折り曲げます。

左フロントパネル（C）を、角が曲がった状態を保ち
ながら矢印 1の方向へ戻し、フロアに差し込みます。
タブが完全にはまるとスナップ音が聞こえます。

上面図 側面図
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フロア＆壁の組立

フロアパネルの溝とサイドパネル（D）のタブを合わせます。
矢印 2の方向へスライドさせ、所定の位置にロックしてくだ
さい。 

4 つのイージーボルト（GG）で、ふたつのパネルを繋げます。
最初は手で締め、残りをイージーボルトドライバー（XX）
で締めてください。フロア側から屋根側へ向かって順に締め
ます。締め過ぎに注意してください。

注：正確に締められるとカチッと音がします。

注 : サイドパネルを定位置にロックする際、ゴムハン
マーを使用するとスムーズです。
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フロア＆壁の組立

残りのパネルも 14-19 のステップを繰り返して、組み立ててください。

使用するイージーボルト
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屋根（ヘッダー）の組立

リアヘッダーに設置したビームブラケットへ、ビーム（U）
をはめ込みます。ボルト（HH）とロックナット（JJ）を使
用して固定してください。

注：ビームをはめ込むために、ヘッダーパネルの位置を調整
する必要がある場合があります。

ネジ（KK）を 2本使用して、設置したビームとトラスを固
定してください。

2本のネジ（LL）を使用して、トラスレッグ（AA）とトラ
スタイダウン（Z）にトラスストラップ（DD）を取り付けます。
もう片側にも同じようにトラスストラップ（DD）を取り付
けてください。

同じ要領でフロントヘッダーにもビーム（U）を取り付けて
ください。

注：ビームをはめ込むために、ヘッダーパネルの位置を調整
する必要がある場合があります。
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ロントヘッダー（J）にある３つのタブと右ルーフパネル
（L）の溝を合わせて置きます。

屋根（ヘッダー）の組立

組立の前に左右のルーフパネル（M、L）の内側にある、合
計 6箇所の溝の位置を確認してください。

フロント、リアヘッダー（J、K）にそれぞれある 6箇所のリ
ブの位置も確認します。



所定の位置に収まるまで、ルーフパネル（L）を下方向へ押
スライドさせます。タブが正常にはまるとスナップ音がしま
す。
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トラスレッグ（AA）の溝に右ルーフパネル（L) のエッジを
差し込みます。

屋根（ヘッダー）の組立





23

屋根（ヘッダー）の組立

ルーフサポートブラケット（WW）をルーフ部分に配置し（矢
印 1）、端をフロントヘッダーにスライドさせます（矢印 2）。
ネジ（LL）を使用してトラスレッグ部と固定してください。

ワッシャー（YY）とネジ（AAA）を6本ずつ使用して左右のルー
フパネルを接続します。
注：もう１人が外側からルーフパネルを下側へ押さえると接
続しやすくなります。

注：分かりやすくするため、図解はフロントヘッダーが表示
されていません。

残りのルーフパネルも33-36のステッ
プを繰り返して、ルーフパネル及び
ルーフサポートを取り付けます。

3本のネジ（KK）を使用して、ルーフパネルとルーフサポー
トを固定してください。
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完成


